


  コラボレーションセンターが産声を上げたのは2年前の2015年2月のことでした。

札幌学院大学の「イキイキの可視化」を目指して開設されました。English 

Loungeで話し合う学生の姿や休み時間にSGU cofficeでくつろぐ学生の姿も

すっかり定着しました。コラボレーションセンターが主催するプロジェクトも学生発

案プロジェクトも進化し続けています。 
 

 コラボレーションセンターでは季節ごとのイベントを充実させるため、新たに七夕

や正月にちなんだ催し物を行いました。学生スタッフが中心になって作成した70

周年動画は、文泉会からも高い評価を得ています。2015年度も好評だった謎解

きゲームを2016年度の新入生オリエンテーションに取り入れた学部もあります。 
 

 2016年度は6つの学生発案プロジェクトが実施されました。2015年度からの継

続の「松山大学」との学生交流促進プロジェクト、音声認識を利用した情報保障

プロジェクト、携帯用アプリ開発プロジェクトに加え、新たにTSGプロジェクト（トラン

シルヴァニア大学との交流促進プロジェクト）、若者と社会をつなぐ選挙に活気を

プロジェクト、子ども食堂「ここなつ」プロジェクトが採択されました。これらのプロ

ジェクトにより、学内の利便性が高まっただけでなく、大学間交流や地域社会との

交流、そして国際交流が促進されました。 
 

 SGU Lunch Time Talkも始まりました。昼休みにエントランスを使って様々な

プレゼンテーションができる企画です。教員と学生の発表があっただけでなく、劇

団四季とのコラボレーション企画も実施されました。 
 

 コラボレーションセンターは可能性を秘めた空間です。スタッフも多様な使い方

を提案していく所存ですが、これを読んだ皆さんからもこれまでにない使い方を提

案していただきたいと思います。 

コラボレーションセンター長 佐々木 冠  

（経営学部経営学科 教授）  
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イキイキの可視化 

可能性を秘めた空間 



English Lounge 
 平日の昼休みにエントランスにて、英語に親しむ目的で行わ
れている取り組みです。 
 英語の講義以外でも、より気軽で楽しく英語に触れたいとい
う人のためにつくられた場所です。 
 英語担当教員・国際交流担当・学生有志を中心に運営してお
り、ディスカッションやプレゼンテーションを通じて、英語に
触れる時間と空間が提供されていました。 

 教職員が伝えたいトピックを話す企画です。ここで扱われる
テーマは、教員の研究テーマはもちろんですが、研究から派生
したトピックや、教職員が関心を持って取り組んでいること、
学生に是非伝えたいこと、など様々な内容を取り上げます。 
 

 教員は、研究等について語ることを通して教員のイキイキを
可視化し、高等教育機関らしさをアピールします。学生はそれ
らから刺激を受け、知的好奇心を動かします。教員のみならず、
学生および職員が特定のテーマで語り、新しいつながりを作り
出す場とすることが目的です。 

２ 

SGU Lunch Time Talk（第3回目）は岡崎 清先生 （人文学部英語英米文学科教授）
と劇団四季様のコラボ企画「劇団四季ミュージカル『ウィキッド』の魅力」 

SGU Lunch Time Talk 
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この部屋には、iMac15台とモノクロプリンター1台、
カラープリンター1台が配置されており、事前・事後学修
に最適です。 

 この空間は、講義やプロジェクト
活動、課外活動のミーティング等に
使用することができます。 
 奥にある相談カウンターでは、学
生スタッフが勤務しています。各施
設・設備の使用方法やプロジェクト
活動に関する相談をはじめ、各窓口
や関連機関への橋渡しを行っていま
す。 

    

３ 



 カフェをイメージした空間で、学生の多
様な学修ニーズに対応し講義の空き時間に
も立ち寄ることのできる場所として利用さ
れています。多様なスタイルの椅子やテー
ブルを配置し、個人学修とグループ学修が
融合したスペースです。毎日学生達で賑
わっています。 

４ 



「学生発案プロジェクト」は、大学生活でやっ
てみたいこと、日ごろから考えているアイデアや、
熱い想いに、最高50万円を支援する札幌学院大学
のプロジェクト支援事業です。 

2015年度に採択された3つのプロジェクトに加えて、2016年度は新
規プロジェクトが3つ採択され、合計6つのプロジェクトが活動を行い

ました。各プロジェクトで情報発信サイトを立ち上げて、日々の活動
状況などを配信することが、義務づけられています。 
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代表者からの一言 
 今回のプロジェクトを一年間やってきて本当に楽し
かったです。何より私たちは札幌学院大学「初」の出
来事を成し遂げたことが感慨深いです。 
 札幌学院大学に期日前投票所を設置しようと動いた
のは約2年前のことでした。そこから色々な仲間が集
まって成功を収めることができてあの時には考えられ
なかったです。このプロジェクトのメンバー 

とお手伝いしてくれた教職
員の方々、そして期日前投
票所設置に向けて協力して
くれた江別市選管の職員の
皆様には本当に感謝してお
ります。 
 投票所は今後も設置され
る動きはあるかと思います
が札幌学院大学を今後も政
治に関心が高い大学になっ
ていけるようによろしくお
願いします。 

【代表者】 
法律学科 4年 下道 丈一郎さん 

TSGプロジェクト 

若者と社会をつなぐ選挙に 
活気をプロジェクト 

【概要】 
 ルーマニアから学生を招いて、国際交流を通じて、異文化を学び語学への意識を
高めること、多様性を認識し、理解することを目的としたプロジェクトです。今回
は3名の学生がルーマニアから本学に来校した。 
  
 
 
【プロジェクト報告】 
 「学内授業参加」「ルーマニア料理試食会」「札幌市街研修」「小樽市内研修」
「北星大学付属高校訪問」「白石先生の自宅訪問」「仮正月体験」を行った。札幌市
街研修ではカラオケやラーメンなど日本の文化に触れてもらった。ルーマニアの学生
らが帰国したあとも連絡を取り続けており、彼女らから「是非、このプロジェクトを
夢ある若者のために続けてほしい」という言葉をいただいた。なにより、彼女らが日
本語の教科書を買って帰り勉強するほどに、今回のプロジェクトが彼女らの人生を変
えたということが一番の成果といえる。 
 今後の課題としてあげられることは、一部の人だけではなく、プロジェクトに関わ
るメンバー1人ひとりが高い意識と自主性を持ち、多様性を認識し理解する力を養え
られるようにすることである。 
【採択金額 497,672円】 
 

 
 
 
 
 

【概要】 
 2016年の参議院選挙時の期日前投票の時期に、「大学構内に投票所」を設置することによ
り“直接的な”若年投票率の向上を図り、以下の2点を目的として活動した。 
1)大学内に投票所を置くことによる、“直接的な”若年投票率の向上 
 ・物理的に投票に行きやすくなる。 
 ・学生に選挙を身近なものとして感じてもらう。 
2)投票所を置くことに関連した啓発による“間接的な”若年投票率の向上 

【プロジェクト報告】  
 2016年7月8日に札幌学院大学SGUホールにて、期日前投票所を設置した。投票者は合計108人
であり、そのうち学生だと思われる人数（18歳～22歳）は34人となった。 
 複数のメディアに取り上げられるなど、幅広く広報活動を行った。TVhにて事前取材1件、
HTBにて当日取材1件、北海道新聞4件、江別市立江陽中学校新聞掲載1件の計6件の取材を受け
た（教育機関を除く）。その他には北海道選挙管理委員会と事前啓発を実施したり、継続的な
投票所設置の合意をするなどの活動を行った。 
【採択金額 250,000円】 
 

期日前投票当日の様子 北海道選挙管理委員会と事前啓発活動の様子 

ジェクトは非常に有益だった
わけですね。別にアメリカや
イギリスじゃなくても、多様
性を認識して考えることはで
きるんです。ルーマニアの言
葉や文化は全く日本と異なり
ます。そして、とても魅力的
なのです。そんなことを少し
でも多くの人に伝えられたの
ではないでしょうか。  

 ルーマニアという国の名前を聞いて「え？どこ？」
と具体的なイメージが沸かない人がほとんどだと思い
ます。実は東ヨーロッパにある国なんですね。ヨー
ロッパというのは一括りに語られがちなのですが、実
際には多様な国や文化で構成されているんです。よく
「留学したい！違う国に行きたい！」という人の多く
は異なった文化や価値観・考え方に触れて、自分を変
えてみたいなんて思っているんじゃないでしょうか。
そんな人にとって、このプロ 

代表者からの一言 

【代表者】 
英語英米文学科 3年 中井 俊さん 

学内授業参加の様子 ルーマニア料理試食会の様子 

６ 

（TSG＝Transylvania & Sapporo Gakuin） 



国内協定校「 」との 
学生交流促進プロジェクト 

【概要】 
大麻銀座商店街のお店からの協力を得て、週に1度のペースにて、地域に住む子ど
もたちに夕食支援を行う。夕食支援のみならず、学習支援、遊びを通じて、子ども
たちの居場所づくりを地域とともに活動する。ちなみに「ここなつ」とは「子ども、
交流、仲良く、つながる」の頭文字です。 

【概要】 
 本大学の国内協定校である松山大学(愛媛)との学生交流促進プロジェクト。 お互いの大学
や地域の魅力について、プレゼンテーションを行い、お互いに国内留学について考えるきっか
けを作る。松山大学訪問後には、プロジェクトの報告や松山大学、四国地方の紹介を
Collaboration Centerなどで行う。    

 
 

【プロジェクト報告】 
 子ども食堂は、2016年4月から約35回の活動をしており、参加人数は徐々に増えて
きている。 
 今回、食材代と場所代はプロジェクトの資金を使用しなかった。これは、当日活
動できるだけの資金と食材、場所を確保できたからである。 
 これから子ども食堂「ここなつ」は、学生主体であるという動きから、地域主体
として考え方を改め、活動していく方針である。 
【採択金額 260,704円】 
  

 
 
 
 
 
 

【プロジェクト報告】 
 松山大学との学生交流促進プロジェクトは昨年度から継続して行っているものである。 
 今年は初めて、愛媛県の松山大学から学生が北海道を訪れ、懇親会を行った。 
 10月21日から24日まで松山市と高知県の土佐市に行った。松山大学の水野先生の案内で椿
神社や松山城などを観光したり、松山大学に訪問したりして、交流を行った。お互いの住ん
でいる地域や方言についてのプレゼンを行った。また、土佐市役所にも訪問し、土佐市長・
副市長にお会いした。 
【採択金額 311,906円】 

 
 
 

子ども食堂 
  「ここなつ」プロジェクト 

松山大学にて合同ゼミの写真 10月に松山を訪問した時の様子を発表する中川さん 

小樽のキンダーリープへ玩具を買いに行った時の様子 

 本プロジェクトは、国内協定校である松山大学との交
流を行っており、今年で2年目になる。 
 昨年度は松山大学の学生が北海道に来ることはなかっ
たが、今年度は、初めて9月に北海道にきて交流を行った。
台風の影響で残念ながら大学での交流を行うことは出来
なかったが、良い交流となった。 10月に松山を訪れた
際には、松山大学でお互いの地域について紹介したり、
あるテーマについてグループワークをしたりと、交流を
深めることができた。また、同時進行で行っていた江別
市大学連携事業の一環で、事前に江別副市長にお会いし、
四国に行った際は高知県の土佐市役所を訪れ、土佐市
長・副市長にお会いし、お話させてもらう機会を設けて 

代表者の一言 

【代表者】 
法律学科 3年 
中川 栞里さん 

いただいた。初めてのこと
ばかりが多く戸惑いもあっ
たが、一つのことに向かっ
て進んでいく中で、仲間と
の絆も深まっていったと
思っている。来年度以降も
この活動がずっと継続して
いきますように…… 

【代表者】 
臨床心理学科 2年 
佐賀 京介さん 

 4月当初は、何をしてよいのかもわかりませんでしたが、
約35回の活動を通し、参加者や学生の数も増え、形になっ
てきました。 
 この活動を続けていると、様々な方との出会いがあり、
知見が広がりました。また、子どもや地域の大人との交流
で、私たちの名前を覚えてくださり、お話をしに来てくれ
ること、帰り際に、「楽しかった!また来るね!」と子ども
に言ってもらえた時には、「やっていて、良かったな」と
思います。 
 広報として、Facebookに毎週の活動を載せているのでご
覧いただければ、「ここなつ」の日常を見ることができま
す。 
    最後に、これを見た皆さん 
             大人、学生を問わず、ぜひ 
             活動の見学にいらしてくだ 
             さい。私たちはいつでも参 
             加をお待ちしております。 

代表者からの一言 

地域の子どもたちと遊んでいる様子 

７ 

2015年度から継続 



携帯用 開発プロジェクト 

【概要】 
 現在、学内において聴覚障がいを持つ学生に対して、ノートテイクとパソコンテ
イクによる情報保障をおこなっているが、テイクを行う支援学生のスキルも必要で
あり、支援学生の要請も課題になっている。本プロジェクトでは、パソコンやス
マートフォンなどの音声認識機能による情報保障を学内で行えるよう設備と運用の
確立を目指す。 
 
 
【プロジェクト報告】 
 今年度の活動成果は主に①音声認識ソフトと情報保障ソフトの組み合わせの決定②使用す
る周辺機器の決定の2点である。 
 ①について前期に全15回の生活構造論B(内田先生)で、被支援学生に情報保障を行いなが
ら、購入したマイク及びiPod touchを使用して実験を行った。前期のこの取り組みにより、
音声認識ソフト「UDトーク」で文字化を行い認識結果に修正を加えることで、PCテイクと同
等の情報保障が可能であることを確認した。修正ソフトについては当初「UDトーク」の修正
ソフトを使用していたが、「まあちゃん」という要約筆記ソフトを使用することで、辞書登
録などのPCテイクの利点を取り込むことができるため有効であると確認した。 
 ②使用機器について、同じく生活構造論Bで実験を行い予算で購入したiPod touchとハン
ズフリーマイクを接続して実験を行った。実験より上記の機器を使用することで教室内のハ
ンズフリーで講義ができ身動きをなど教員(内田先生)にかける負担を最小限にして音声認識
を導入できることを確認した。 
【採択金額 87,873円】 
 

認識を利用した 
情報保障プロジェクト 

代表者からの一言 
   我々のプロジェクトでは前年度より継続する形で、
スマートフォンアプリの音声認識機能を利用した聴覚
障害を持つ学生への支援方法を模索する活動を行って
きました。前年度と比較してみると、より実践的な活
動を行うことができたのではないかと感じております。
具体的には講義内での実使用というような本格的な現
場での実験を、そして我々が今年度3つの学会に参加
し、発表することで双方向的に知識を送受信すること
ができました。これらを総合すると、来年度以降につ
なげることのできる有意義な1年を過ごすことができ
たように思います。これも 

学生発案プロジェクトや法
学部・皆川雅章教授をはじ
めとした周囲の方々の協力
あっての成果と感じており
ます。皆様ありがとうござ
いました。 

【代表者】 
法律学科 3年 
上原 亮太さん 

【概要】 
 本学学生が必要とする情報（情報ポータル、Moodle、本学ホームページなど）
を統合的に閲覧できる機能、携帯端末の位置情報を利用したキャンパスの案内機
能、これらの機能がある携帯端末上で動作しするアプリの開発を目指す。 
 【プロジェクト報告】  
 2015年度に購入したサーバ用PCに安定運用のための拡張を行った。停電や雷等で起こるサージ電流からPCとその
中のデータを保護をするためにUPSを導入したことと、データを保護するためのバックアップ装置の導入である。
バックアップはOSの機能を利用し、1日1回自動的に外付けのSSDにバックアップされるように設定した。サポート教
員の協力を得て電子計算機センターにサーバ証明書を発行してもらい、これを通信に利用することによって、サー
バと携帯アプリの通信を暗号化した。 
 サーバ上で動作するWebスクレイピングプログラムを改善した。このプログラムは、本学情報ポータルに与えられ
たアカウントを用いて自動的にログインし、指定されたお知らせの情報を取得するものである。この成功により、
他の様々な情報取得するための基盤が構築できた。また、本番稼動に向けた性能評価を行い、この結果を次年度の
同プロジェクト申請に反映させた。 
 アプリ開発について、iOS端末やAndroid端末で動作するアプリを同時に開発できる開発環境を導入し、実機で動
作するアプリの試作版の作成に成功した。このアプリではWebスクレイピングサーバを利用し、情報ポータルからお
知らせの情報を取得できることを確認した。 
 ビーコンについて、基本的機能の確認を行った。2016年度の活動で具体的なビーコンの学内への設置を検討した。 
【採択金額 459,971円】 
 

サイズが500円玉2枚程度のビーコン iPhone上で動作する接続確認用プログラム 

 我々携帯アプリ開発プロジェクトはその名の通り携帯
アプリ等の開発を行い、そのアプリを中心に情報ポータ
ル等の情報をより効率的に利用できる環境の構築を目指
して活動しています。このプロジェクトは前年度からの
継続のため、今年度は前年度の反省をいろいろな面で活
かすことが出来ました。具体的には開発環境を統一し開
発効率を上げる、大学との協力で電子証明書を取得しセ
キュリティの向上を行う等です。 

代表者からの一言 

 前年度からの学び以外にも、
プロジェクトを通じてプログ
ラミングをはじめとした様々
な情報知識を得られ、報告会
や収支報告を通じて学生が主
体として活動するこのプロ
ジェクトならではの経験もで
き、大きく成長することが出
来良かったです。  

【代表者】 
法律学科 3年 
曽根 寛至さん 

アプリを使用した字幕作成 音声認識のデモンストレーションの様子 

８ 

2015年度から継続 

2015年度から継続 



コラボレーションセンター 
主 催 プ ロ ジ ェ ク ト 

 札幌学院大学は、2016年6月15日で学園創立70周年を迎えました。コラボレーショ
ンセンターは70周年の歴史を振り返る動画を制作しました。学生スタッフは動画制作の
ヒントを得るために札幌文科専門学院第１期生であり、現在名誉教授の杉本正（87）元
学長に当時の様子などをインタビューをしました。  
 動画はYou Tubeにアップロードされています。  

こちらから動画をご覧になれます→ 

コラボレーションセンターでは、中期計画において「すべての学生が有意義な学生生
活を送れるようにするために、学生生活への不適応を解消し、イキイキと活躍できる
“居場所”の提供」を掲げています。 
  
 2016年度事業計画では、（1）学生の交流を促す企画、学生生活上の不安解消、学生生
活適応のための企画を実施、（2）課外活動応援や大学オリジナルのLINEスタンプの制作
など、帰属意識を高める企画を実施、（3）情報ポータルやfacebookページを通じて、在
学生への日常的な情報発信、（4）季節の行事の実施を通して、学内の雰囲気作り、の4
つをコラボレーションセンター主催プロジェクトとして実施すべく、学生スタッフを含
むコラボレーションセンター運営委員会で検討・実施しました。 

９ 

杉本正 元学長へのインタビュー 

学園創立７０周年 
記念ロゴマーク 

動画の１コマ 



LINEスタンプ制作プロジェクト 

在学生や卒業生の本学への帰属意識を高めるツールとして活用される
ことを期待するとともに、流行のLINEスタンプの制作という話題性も期
待して始まった、本学オリジナルのLINEスタンプ制作・提供（販売）す
るというプロジェクト。 

  

 第2弾となる今作は、在学生や本学への入学を考えている高校生にも広
く使っていただきたいという思いから、若者言葉をテーマとして制作し
ました。若者言葉をテーマにしたのは「礼儀」についての講義を担当す
る鶴丸学長をあえて若者言葉と組み合わせることでギャップによる面白
さを表現しています。 
  

 2017年2月6日より、LINEストア「クリエイターズスタンプ」で販
売しています。 

制作したスタンプ「SGU～学長と若者言葉のコラボ～」の一
部（スタンプは全40種類） 

https://store.line.me/stickershop/product/1382410 

２
０
１
８
年
の
大
学
開
学
50
周
年
に
む
け
、
大
学
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
企
画
・
開
発
す
る
「
札
幌
学
院
大
学
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

商
品
開
発
に
関
わ
り
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
習
・
実
習
で
き
る
良

い
機
会
で
あ
り
、
本
学
学
生
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
河
西
邦
人
先
生
（
経
営
学
部
経
営
学
科
教

授
）
が
中
心
と
な
り
、
企
画
検
討
を
進
め
ら
れ
、
い
く
つ

か
の
提
案
か
ら
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
を
使
っ
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー

キ
「
ハ
ス
カ
ッ
パ
ケ
ー
キ
」
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

た
び
試
作
品
が
完
成
し
、
学
内
で
試
食
＆
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
分

析
し
、
商
品
化
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
重
ね
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

札
幌
学
院
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル 

ハスカッパケーキ 

 

松
山
大
学
と
の
交
流
か
ら
、
札
幌
学
院
大
学
で
も
学
生
が
考
え

た
商
品
を
作
り
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
土
産
品
卸
売
会
社
の
創
業
会
長
で
あ
り
、
本
学
の

井
上
理
事
長
の
協
力
と
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
商
品
開
発
を
進
め

ま
し
た
。
魅
力
あ
る
商
品
開
発
の
一
端
に
関
わ
り
、
参
加
学
生
も

楽
し
く
学
習
で
き
た
よ
う
で
す
。 

  

課
題
と
し
て
は
多
く
の
学
生
に
体
験
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。
最
終
的
に
は
北
海
道
を
代
表
す
る
ハ
ス
カ
ッ
プ
を
使
用

し
た
「
ハ
ス
カ
ッ
プ
・
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」
（
通
称
ハ
ス
カ
ッ

パ
）
が
人
気
投
票
の
結
果
、
選
ば
れ
、
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
試
作

し
て
頂
き
、
試
食
テ
ス
ト
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
「
女
子
カ
フ
ェ
」
で
提
供
し
て
も
ら
え
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
大
学
の
正
規
教
育
に
も
取
り
入
れ
て
、
よ
り
魅
力

あ
る
大
学
教
育
へ
進
化
と
深
化
を
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
」 

（
文
責
：
経
営
学
部
教
授 

河
西
邦
人
） 

１０ 

学生、教職員約100名に回答してい
ただきました。 

プロジェクト会議の様子 

SGU~学長と若者言葉のコラボ～ 



学科・諸活動紹介動画 

 

本
学
に
あ
る
４
学
部
８
学
科
の
学
び
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
60
秒
の
学
科
紹
介
Ｃ
Ｍ
を
作
成
し

ま
し
た
。 

 
 

 

作
成
さ
れ
た
動
画
は
11
月
に
行
わ
れ
た
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
学
び
ラ

イ
ブ
）
で
上
映
さ
れ
、
高
校
生
や
保
護
者
の
方
に
ど
の
学
科
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

す
る
の
か
を
選
ぶ
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  
 学

科
紹
介

秒
Ｃ
Ｍ 

諸

活

動

紹

介 

 

学
内
の
諸
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
60
秒
Ｃ
Ｍ
を
文

化
系
・
体
育
系
の
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
、
学
内

の
活
動
に
携
わ
る
学
生
・
教
職
員
の
方
に
作
成

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 
 

 

作
成
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ(

電
子
看
板)

の
ほ
か
、
入

学
式
で
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ア
ワ
ー
や
保
護
者
懇
談

会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
大
学
行
事

で
上
映
さ
れ
ま
す
。 

 

法律学科 

こども発達学科 

英語英米文学科 経済学科 

１１ 

経営学科 

会計ファイナンス学科 

人間科学科 

臨床心理学科 

軽音楽部 
アメリカンフットボール部 

カーリング部 国内協定校松山大学と高知県土佐市 
交流促進プロジェクト 

陸上部 

演劇サークル 劇団サンズサン 



教

職

員

写

真

展 
―

 

大
学
祭
で
総
合
芸
術
研
究
会 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

写
真
部
と
“
協
働
”
開
催 

―
 

教
職
員
写
真
展
は
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
写
真
展
と
し
て
は
、
３
月

の
卒
業
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
続
い
て
2
回
目
。

こ
れ
ま
で
教
職
員
有
志
が
独
自
に
図
書
館
ロ

ビ
ー
で
写
真
展
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
大
学
祭
参
加
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
総
合
芸
術
研
究
会
写
真
部
に
協
力
を
呼
び

か
け
、
双
方
の
展
示
会
場
で
お
互
い
の
作
品
を

発
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

  

写
真
展
開
催
に
あ
た
り
教
職
員
か
ら
写
真
を

募
っ
た
と
こ
ろ
90
点
を
超
え
る
作
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
３
展
示
会
場
で
は
、

こ
れ
ら
の
作
品
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
投
影
。

教
室
の
前
方
・
後
方
の
壁
面
ス
ク
リ
ー
ン
に
加

え
て
、
床
面
へ
の
投
影
も
試
み
ま
し
た
。
訪
れ

た
皆
さ
ん
は
、
壁
面
と
床
面
に
次
々
と
映
し
出

さ
れ
る
雄
大
な
自
然
や
授
業
風
景
を
興
味
深
げ

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

１２ 

防
火
・
防
災
月
間 

若
者
の
防
災
に
対
す
る
意
識
が
低
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
４
月

１
４
日
に
熊
本
地
震
が
あ
り
、
災
害
は
身
近

に
起
こ
り
う
る
も
の
と
少
し
で
も
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
、
防
火
・
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。 

 

イ
ベ
ン
ト
で
は
ア
ニ
メ
と
組
み
合
わ
せ
て

説
明
を
し
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
実
際
に
体
験
す

る
場
を
設
け
、
学
生
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

防火・防災月間のイベントの様子 

防火・防災月間ポスター 

ウ
エ
ル
カ
ム
ア
ワ
ー 

 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入
学
式
直
後
の
「
ウ
エ

ル
カ
ム
ア
ワ
ー
」
を
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。
こ

の
ウ
エ
ル
カ
ム
ア
ワ
ー
で
は
、
学
内
の
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
諸
活
動
の
30
秒
Ｃ
Ｍ
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。 

ボクシング部 

ＹＯＳＡＫＯＩソーランサークル札幌学院大学・文京台 

弓道部 

ＳＧＵ遊ベンチャー コラボレーションセンター学生スタッフ 

女子バレーボール部 

司会進行を行う学生スタッフ 



＜寄贈者＞ 
札幌市 佐々木 南夫 様 

5月  7月7日から七夕の笹を展示しました。笹の展示
に合わせ、七夕にちなんだ5色の短冊を用意し、学
生に自由に願いごとを記載してもらいました。最
終的に400枚を超える数の短冊が集まり、大盛況
でした。 

7月 

 雛人形を飾る時期は一般的には２月中旬頃といわれてい
ますが、「日本語教育・文化体験プログラム」で留学生が
本学に滞在している期間に日本の文化を紹介するため、１
月末から３月末まで設置をしました。 

  

3月 

12月1日から全長2ｍものクリスマスツリーを飾
りました。またSPACE2の天井や窓への飾りつけ、
廊下にライトキャンドルを置いたことにより、クリス
マスの雰囲気を楽しんでもらいました。 

12月 

エントランスにてコラボ神社を設置し、絵馬やお
みくじを結んでもらいました。2017年は、酉年と
いうこともあり、ニワトリとヒヨコの形をした絵馬
を用意しました。 

多くの方に利用してもらえたので、学内でもお正
月の雰囲気を感じられることができたのではないで
しょうか。 

凧・羽子板の展示 

季節プロジェクトの特別編として、凧や羽子板、百人一首などお正
月にちなんだ品々がD・E館2階の廊下に展示されました。鶴丸学長が
企画から展示までプロデュースをし、イベントを大変価値のあるもの
にしていました。 

 
 

コラボ神社 

1月 

１３ 

 コラボレーションセンターでは、本学学生や留学生または教職員に季節に触れられる機会を提供
したいという思いから、季節行事プロジェクトを行いました。 

＜寄贈者＞ 
札幌市 佐々木 南夫 様 
北広島市 斎藤 兼義 様 



１４ 



経営学部 新入生学部企画 
経営学部の新入生が対象ということで、経営にちなんだ問題も出題しまし

た。初めは皆さん頭を悩ませていましたが、学生同士で協力して謎を解き合
う姿が多く見られました。終わってから、各ゼミで写真を撮ったり、LINEの
交換をしていたりと、楽しそうな雰囲気も見られました。 

6月25日に大学祭出展企画「謎解きゲーム 学園創立70周年の歴史を追え！」を開催しました。
新聞社が舞台で、参加者が新聞記者となり、上司に「他の新聞社も食いついているという噂があ
る札幌学院大学学園創立70周年の歴史を今すぐ調べて記事にしてこい！」と指令を受け、70年の

歴史について記事にするという設定になっていました。  

学生スタッフから説明を受けている様子 

謎解きゲーム 学園創立７０周年の歴史を追え！ 

７０周年記念企画バナー 

また、謎解きの難易度により「ファミリーモード」と「チャレン
ジャーモード」の2つコースを設け、子供連れのご家族から謎解きの
上級者まで幅広く楽しめるようにしました。70周年を迎えた本学の歴
史を学びながら参加者全員が謎解きを楽しんでいました。 

真剣に謎を解く新入生 

 
 

新
入
生
で
溢
れ
る
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
２ 

説明を行う学生スタッフ 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
学
祭
や
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
「
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」
を
通
じ
て
、
２
０

１
５
年
度
か
ら
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
や
学
生
同

士
の
交
流
の
機
会
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。 

１５ 

参加者が謎解きにチャレンジしている様子 

札幌学院大学大学祭 ～青嵐祭～ 



 コラボレーションセンターでは広報活動も積極的に行っています。コラボ
レーションセンターで開催されるイベントの情報提供や、施設内の様子などを
SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を利用し、運営をしています。 
 現在はFacebookページ（開設当初より）、Twitterアカウント（2015年11月
～）、LINE＠アカウント（2016年2月～）を活用し、情報を提供しています。 
また、今年度は年報も学生スタッフが原稿を書き、作成しました。 
 
※コラボレーションセンターで運営しているSNSのアクセスにつきましては、裏
表紙にQRコードなどを付けておりますので、そちらをご確認下さい。 

LINE@ Facebook 

 SNSによる情報発信だけではなく、紙
媒体での広報活動も行ってきました。 
 開催されたイベントや、これから行
うイベントなどの情報を掲載する「月
報」を毎月発行し、学内3ヶ所のサイン
スタンドに掲示しました。 

↑ LINE＠でのやり取り ↓ 

 LINE＠では、入学前の学生からの質問に学

生スタッフが丁寧に回答しています。 

↑毎月発行している月報↓ 

学生スタッフによるFacebookページでの広報活動 

１６ 

月報 

 Facebookでは、その日に行われたイベントやcofficeの様
子などを、学生スタッフが記事にしています。 

 （テレビ）  
 メディア掲載情報： 
  番 組 名：けいざいナビ北海道 
  放 送 局：TVhテレビ北海道 
  放 送 日：3月5日（日） 
  放送時間：11:30～12:00 
 

（新聞） 
『北海道新聞』（札幌圏）2016(平成28)年6月3日 
 「参院選2016 札学院大に期日前投票所」 
『北海道新聞』（江別版）2016（平成28）年7月7日 
 「学内の投票所へ行こう～札幌学院大、学生有志ら呼びかけ～ 」 
『北海道新聞』（江別版）2016(平成28)年10月21日 
 「土佐市との交流促進 札学院大生が意欲 佐々木副市長に抱負」 
『北海道新聞』（江別版）2016(平成28)年11月9日 
   「学長ＬＩＮＥスタンプに 札幌学院大生が作成」 
『北海道新聞』（江別版）2017(平成29)年2月25日 
 「松山大学と交流、子ども食堂運営 １年間の活動成果発表 札幌 
 学院大プロジェクト報告会」 
 

（webサイト） 
『大学プレスセンター』2/21 
 「札幌学院大学コラボレーションセンターが2月23日「学生発案プロ 
 ジェクト報告会」を開催 -- 学生のアイデアや熱い想いに最高50万円 
 を支援」 
『大学プレスセンター』2/14 
 「札幌学院大学がオリジナルLINEスタンプ第2弾を発売 -- 鶴丸学長 
 と若者言葉のコラボ」 

メディア掲載情報 
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ピアサポートの様子 

夏用に作られたビブス 

ミーティングの様子 
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